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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
T波変動(T-wave alternans: TWA)とは心臓再分極過程（T波）の変動を表した心電図指標である。虚
血性心疾患および心不全では、TWA値が高値であることが不整脈死と関連している。Brugada症候群は
夜間に突然死を来す症候群である。本研究は、夜間のTWA値とBrugada症候群に発症する心室細動との
関連を示し、それが予測因子となるかを検討した。 
【対象】 
Brugada症候群と診断された 129人およびコントロールとして 11人の健康成人男性を対象とした。
Brugada症候群症例は、心室細動の既往のある 16人(Vf群)、失神の既往のある 10 人(Syncope 群)、
無症候の 103人(Asymptomatic群)の 3群に分類した。 
【方法】 
対象患者に対して、多極誘導ホルター心電図を 24時間装着した。TWA値は夜間および昼間の最大値
を計測した。TWA値を計測した誘導は、通常の第 4肋間(4L-V1,4L-V2, 4L-V5)と第 3肋間(3L-V1,3L-V2)
を用いた。 
【結果】 
平均観察期間は68±37ヶ月であった。観察期間中に16人の患者がVfを再発した(Vf群=12人、Syncope
群=3人、Asymptomatic群=1 人)。再発は有意差をもって夜間に多かった。3L-V2誘導における夜間の
TWA値は Vf群および Syncope群が Asymptomatic群と control群に比較して高値であった。ROC解析
によるカットオフ値は 20μV であった(感度 94％、特異度 48％)。多変量解析より、3L-V2誘導にお
ける夜間の TWA値が 20μV以上であること、および Vfの既往が Brugada症候群における Vf再発を予
測する独立した因子であった。 
【結論】 
Brugada症候群において、夜間の 3L-V2誘導における TWA値が 20µV 以上であることが Vf再発の予測
因子となりうる。 
 
論文審査の結果の要旨 
 
T波変動(T-wave alternans: TWA)とは心臓再分極過程（T波）の変動を表した心電図指標である。
虚血性心疾患および心不全では、TWA値が高値であることが不整脈死と関連している。Brugada症候群
は夜間に突然死を来す症候群である。本研究は、夜間のTWA値とBrugada症候群に発症する心室細動と
の関連を示し、それが予測因子となるかを検討したものである。 
対象は Brugada症候群と診断された 129人およびコントロールとして 11人の健康成人男性を対象
とした。Brugada症候群症例は、心室細動の既往のある 16人(Vf群)、失神の既往のある 10人(Syncope
群)、無症候の 103人(Asymptomatic群)の 3群に分類した。方法は対象患者に対して、多極誘導ホル
ター心電図を 24時間装着した。TWA値は夜間および昼間の最大値を計測した。TWA値を計測した誘導
は、通常の第 4肋間(4L-V1,4L-V2, 4L-V5)と第 3肋間(3L-V1,3L-V2)を用いた。平均観察期間は 68±
37ヶ月であった。結果は観察期間中に 16人の患者が Vfを再発した(Vf 群=12 人、Syncope 群=3人、
Asymptomatic群=1人)。再発は有意差をもって夜間に多かった。3L-V2誘導における夜間の TWA値は
Vf群および Syncope群が Asymptomatic群と control群に比較して高値であった。ROC解析によるカ
ットオフ値は 20μVであった(感度 94％、特異度 48％)。多変量解析より、3L-V2誘導における夜間
の TWA値が 20μV以上であること、および Vfの既往が Brugada症候群における Vf再発を予測する独
立した因子であった。Brugada症候群において、夜間の 3L-V2誘導における TWA値が 20µV 以上であ
ることが Vf再発の予測に有用であると考えられた。 
以上の研究は、Brugada症候群の心室細動再発を非侵襲的に予測するものであり、Brugada症候群患
者のリスク層別化に貢献するものである。よって本研究者は、博士(医学)の学位を授与されるに値す
るものと認められた。 
